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f

支
部
の
数

八
七

う
ち
政
党
助
成
法
第
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
支
部
の
数

八
七

sT

政
党
が
組
織
さ
れ
た
年
月
日
又
は
政
治
資
金
規
正
法
第
三
条
第
一
項
各
号
に
規
定

す
る
政
治
団
体
と
な
っ
た
年
月
日

平
成
十
七
年
八
月
十
七
日

sU

政
治
資
金
規
正
法
第
六
条
第
一
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）の
規
定
に
よ
る
届
出
の
年
月
日

平
成
十
七
年
八
月
十
九
日

sV

政
党
助
成
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
直
近
の
届
出
年
月
日

平
成
二
十
三
年
一
月
十
四

日

三

社
会
民
主
党

届
出
年
月
日

平
成
二
十
四
年
一
月
十
三
日

^

政
党
の
名
称

社
会
民
主
党

し
や
か
い
み
ん
し
ゆ
と
う

（
略
称

社
民
党

し
や
み
ん
と
う

）

_

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
一
e

八
e

一

氏

名

住

所

生
年
月
日

選
任
年
月
日

`

代

表

者

福
島

瑞
穂

神
奈
川
県
川
崎
市
麻
生
区
白
山
五
e

一
e

七

昭
和
三
十
年

十
二
月
二
十

四
日

平
成
十
五
年

十
二
月
十
三

日

a

会
計
責
任
者

吉
田

忠
智

大
分
県
大
分
市
に
じ
が
丘
三
e

九
e

二

昭
和
三
十
一

年
三
月
七
日

平
成
二
十
二

年
九
月
二
日

b

会
計
責
任
者

の
職
務
代
行

者

野
本

雄
二

東
京
都
中
央
区
晴
海
二
e

五
e

一
六

昭
和
三
十
七

年
五
月
二
十

八
日

平
成
二
十
二

年
五
月
一
日

c

会
計
監
査
を

行
う
べ
き
者

渡
部

良
一

新
潟
県
新
発
田
市
本
町
三
e

六
e

八

昭
和
十
九
年

四
月
十
七
日

平
成
二
十
二

年
一
月
二
十

四
日

平
田

雅
夫

東
京
都
北
区
堀
船
四
e

五
e

一
五

昭
和
二
十
二

年
四
月
二
十

九
日

平
成
十
九
年

十
二
月
二
十

三
日

沢
野

邦
三

滋
賀
県
米
原
市
長
沢
八
七
七

昭
和
八
年
二

月
二
十
五
日

平
成
二
十
二

年
一
月
二
十

四
日

d

所
属
国
会
議
員

氏

名

住

所

選
出
区
分

選
挙
期
日

同
党
に
所
属

す
る
候
補
者

と
し
て
、
前

回
の
衆
議
院

議
員
の
総
選

挙
又
は
前
回

若
し
く
は

前
々
回
の
参

議
院
議
員
の

通
常
選
挙
に

お
い
て
選
出

さ
れ
た
者
は

〇

吉
泉

秀
男

山
形
県
東
田
川
郡
庄
内
町
余
目
字
町
三

七
e

一

衆
議
院
議
員

東

北

平
成
二
十
一

年
八
月
三
十

日

〇

阿
部

知
子

神
奈
川
県
藤
沢
市
片
瀬
山
五
e

二
〇
e

二

衆
議
院
議
員

南

関

東

平
成
二
十
一

年
八
月
三
十

日

〇

服
部

良
一

大
阪
府
大
阪
市
西
成
区
津
守
一
e

一
三
e

二
八

衆
議
院
議
員

近

畿

平
成
二
十
一

年
八
月
三
十

日

〇

中
島

隆
利

熊
本
県
八
代
市
上
野
町
一
九
八
三

衆
議
院
議
員

九

州

平
成
二
十
一

年
八
月
三
十

日

〇

重
野

安
正

大
分
県
臼
杵
市
野
津
町
大
字
福
良
木
一
九

七
三

衆
議
院
議
員

大
分
県
第
二
区

平
成
二
十
一

年
八
月
三
十

日

〇

照
屋

寛
徳

沖
縄
県
う
る
ま
市
字
赤
道
二
四
九
e

四

衆
議
院
議
員

沖
縄
県
第
二
区

平
成
二
十
一

年
八
月
三
十

日

〇

福
島

瑞
穂

（
福
島
み
ず
ほ
）

神
奈
川
県
川
崎
市
麻
生
区
白
山
五
e

一
e

七

参
議
院
議
員

比

例

代

表

平
成
二
十
二

年
七
月
十
一

日

〇

吉
田

忠
智

大
分
県
大
分
市
に
じ
が
丘
三
e

九
e

二

参
議
院
議
員

比

例

代

表

平
成
二
十
二

年
七
月
十
一

日

〇

山
内

徳
信

沖
縄
県
中
頭
郡
読
谷
村
字
高
志
保
一
八

二
e

一

参
議
院
議
員

比

例

代

表

平
成
十
九
年

七
月
二
十
九

日

〇

又
市

征
治

富
山
県
富
山
市
田
中
町
三
e

四
e

二
六

参
議
院
議
員

比

例

代

表

平
成
十
九
年

七
月
二
十
九

日

〇

e

得
票
総
数

平
成
二
十
一
年
八
月
三
十
日
執
行
総
選
挙

小
選
挙
区
選
挙

一
、
三
七
六
、
七
三
九

票

比
例
代
表
選
挙

三
、
〇
〇
六
、
一
六
〇

票

平
成
二
十
二
年
七
月
十
一
日
執
行
通
常
選
挙

比
例
代
表
選
挙

二
、
二
四
二
、
七
三
五
・
一
五
五
票

選
挙
区
選
挙

六
〇
二
、
六
八
四

票

平
成
十
九
年
七
月
二
十
九
日
執
行
通
常
選
挙

比
例
代
表
選
挙

二
、
六
三
四
、
七
一
三
・
五
〇
六
票

選
挙
区
選
挙

一
、
三
五
二
、
〇
一
八

票

f

支
部
の
数

二
四
六

う
ち
政
党
助
成
法
第
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
支
部
の
数

二
四
六

sT

政
党
が
組
織
さ
れ
た
年
月
日
又
は
政
治
資
金
規
正
法
第
三
条
第
一
項
各
号
に
規
定

す
る
政
治
団
体
と
な
っ
た
年
月
日

昭
和
三
十
年
十
月
十
四
日

sU

政
治
資
金
規
正
法
第
六
条
第
一
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）の
規
定
に
よ
る
届
出
の
年
月
日

平
成
六
年
十
二
月
二
十
八

日

sV

政
党
助
成
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
直
近
の
届
出
年
月
日

平
成
二
十
三
年
一
月
十
四

日

四

自
由
民
主
党

届
出
年
月
日

平
成
二
十
四
年
一
月
十
一
日

^

政
党
の
名
称

自
由
民
主
党

じ

ゆ
う
み
ん
し
ゆ
と
う

（
略
称

自
民
党

じ

み
ん
と
う

）

_

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
一
e

一
一
e

二
三

氏

名

住

所

生
年
月
日

選
任
年
月
日

`

代

表

者

谷
垣

禎
一

京
都
府
福
知
山
市
菱
屋
二
五

昭
和
二
十
年

三
月
七
日

平
成
二
十
一

年
九
月
二
十

八
日

a

会
計
責
任
者

石
原

伸
晃

東
京
都
杉
並
区
高
井
戸
東
四
e

一
e

三
二

昭
和
三
十
二

年
四
月
十
九

日

平
成
二
十
二

年
九
月
九
日

b

会
計
責
任
者

の
職
務
代
行

者

久
米

晃

埼
玉
県
ふ
じ
み
野
市
う
れ
し
野
二
e

一
〇
e

一

昭
和
二
十
九

年
一
月
十
四

日

平
成
二
十
三

年
十
月
一
日

c

会
計
監
査
を

行
う
べ
き
者

川
崎

二
郎

三
重
県
伊
賀
市
上
野
車
坂
町
八
二
一

昭
和
二
十
二

年
十
一
月
十

五
日

平
成
二
十
二

年
九
月
十
七

日

˜—
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